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見
果
て
ぬ
平
和 

―
 

中
東
の
戦
後
七
十
五
年
（
四
十
八
） 

 

第
二
章 

民
戦
後
世
界
の
う
ね
り
：
植
民
地
時
代
の
終
焉
と
ブ
ロ
ッ
ク
化
す
る
世
界
（
十
） 

 

四
十
八 

離
合
集
散
を
繰
り
返
す
ア
ラ
ブ
世
界(

一―

三)
 

 

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
帝
国
主
義
の
桎
梏
か
ら
解
放
さ
れ
た
ア
ジ
ア
・
中
東
・
ア
フ
リ

カ
の
各
地
で
多
く
の
独
立
国
家
が
誕
生
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
独
立
国
家
の
成
り
立
ち
に
は
民
族
、
宗

教
、
歴
史
そ
の
他
種
々
の
要
因
が
あ
っ
た
が
、
一
番
大
き
な
要
因
は
民
族
と
し
て
の
独
立
で
あ
ろ
う
。 

 

中
東
の
シ
リ
ア
で
生
ま
れ
た
バ
ー
ス
党
が
掲
げ
た
汎
ア
ラ
ブ
主
義
は
ア
ラ
ブ
民
族
の
連
帯
を
め

ざ
す
思
想
運
動
で
あ
り
、
そ
れ
を
最
も
強
く
希
求
し
た
の
が
エ
ジ
プ
ト
の
ナ
セ
ル
大
統
領
で
あ
っ
た
。

ナ
セ
ル
は
第
一
次
中
東
戦
争
（
１
９
４
８
年
）
で
イ
ス
ラ
エ
ル
に
惨
敗
し
た
が
、
そ
の
後
非
同
盟
諸

国
の
旗
頭
と
し
て
第
一
回
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
会
議(

１
９
５
５
年
。
い
わ
ゆ
る
バ
ン
ド
ン
会
議)

で

ア
ラ
ブ
諸
国
の
代
表
と
し
て
の
名
声
を
確
立
し
た
。
し
か
し
翌
１
９
５
６
年
の
第
二
次
中
東
戦
争

（
ス
エ
ズ
戦
争
）
で
政
治
的
に
勝
っ
て
ス
エ
ズ
運
河
の
国
有
化
を
世
界
に
認
め
さ
せ
た
も
の
の
、
軍

事
的
に
は
シ
ナ
イ
半
島
を
失
い
勝
利
と
も
敗
北
と
も
つ
か
な
い
中
途
半
端
な
結
果
に
終
わ
っ
た
。 

 

こ
れ
ら
の
経
験
を
通
じ
て
ナ
セ
ル
は
ア
ラ
ブ
民
族
に
よ
る
壮
大
な
連
合
国
家
の
実
現
こ
そ
が
目
前
の
敵
イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
抗
し
、
さ
ら

に
は
世
界
に
ア
ラ
ブ
の
力
を
認
め
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
た
。
彼
の
頭
の
中
に
は
七
世
紀
の
ム
ハ
ン
マ
ド
に
始
ま
り
、
マ
ッ
カ
の
正

統
カ
リ
フ
の
時
代
を
経
て
ダ
マ
ス
カ
ス
を
都
と
す
る
ウ
マ
イ
ヤ
朝
、
さ
ら
に
は
バ
グ
ダ
ッ
ド
を
都
と
す
る
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
と
言
う
ア
ラ
ブ
・
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イ
ス
ラ
ム
の
全
盛
期
が
思
い
浮
か
ん
だ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
に
し
ろ
ウ
マ
イ
ヤ
朝
時
代
に
は
西
の
イ
ベ
リ
ア
半
島
を
支
配
下
に
お
き
、
ア

ッ
バ
ー
ス
朝
時
代
に
は
東
の
イ
ン
ド
ま
で
征
服
、
学
術
文
化
で
も
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
キ
リ
ス
ト
教
国
家
を
は
る
か
に
凌
い
で
い
た
の
で

あ
る
。
そ
の
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
の
は
ア
ラ
ブ
民
族
と
言
う
血
の
絆
で
あ
り
、
イ
ス
ラ
ム
と
言
う
信
仰
心
の
な
せ
る
業
で
あ
っ
た
。 
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